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頂点奪取 ～全力ダッシュで優勝へ～
５月28日（木）、多くのご来賓と保護者の方々に見守られながら、令和８年度の運動会を開催しました。

当日は雨の可能性があったので、プログラムの掲載時刻よりも前倒しで競技を進めました。運動会を通し
て、本年度の重点である「自己指導能力の獲得」につながる行動がたくさん見られました。

上記のような行動のお陰で競技の切替がスムーズに行われ、時間を
前倒ししたまま雨にあたることなく全日程を終えることができました。
大変規律ある雰囲気の中で、生徒は自分らしさを発揮しながら各競技
に全力で取り組みました。とてもよい運動会でした。
翌29日（金）には運動会解団式が行われました。右の写真のように

各色ごとに輪になって、団長を中心に感謝の気持ちや次年度への抱負
を述べ合いました。

責任をもって役割を果たそうとする行動 他者の気持ちを考えた行動

①役割分担して開閉会式
を進行する生徒会

②競技の連絡、競技の実
況など、アナウンスを
頑張る放送係

③綱引き後に綱を片付け
る用具係

④観客がよく見えるよう
フィールド内でしゃが
んで待つ生徒たち

⑤他学年の競技を懸命に
応援する２年生

⑥競技前に円陣を組んで
互いに鼓舞する３年生

自分たちのアイディアを具現化する行動

⑦生徒会のアイディアを
具現化した種目「ダン
シング♪玉入れ」

⑧本部前で踊って盛り上
げる生徒たち

⑨楽器を持ち込んで成績
発表する生徒会

伝統を引き継ぐ行動

東中伝統の応援合戦。
今年度も３年生が内容を
考え、１・２年生に伝え
ました。
３年生が修学旅行で不

在の間は、２年生が中心
になって練習を重ねまし
た。どの色もまとまりの
ある感動的な応援でした。

① ②

③

④ ⑤

⑥

⑦ ⑧

⑨

東 明



避難訓練を実施しました
５月26日（火）、地震と津波を想定した避難訓練を行いました。生徒は、

４月20日の放課後の地震の際、部活動ごとにグラウンドに避難したり、５
月15日の修学旅行最終日の地震の際、秋田駅で身を守る姿勢をとったりし
ています。実体験を踏まえつつ、300人近い生徒と職員は、落ち着いて整然
と避難することができました。

「秋田発 脱炭素 エネルギー社会」の実現
６月５日（金）、上記のテーマで秋田県立大学の久保馨先生と夏井博

実先生が３年生に向けて出前講座を行ってくださいました。県立大の特
別講座の受講は東中では初の試みです。講座の流れは次のとおりです。

講演後、３年生は「問いを発することができる」という長所を発揮し、７名が次々と質問しました。両名
の講師は３年生の質問や学年全体の雰囲気を大変ほめてくださいました。いくつか感想を紹介します。

東中職員もよりよい授業を目指して努力します
６月15日（月）、中央教育事務所の指導主事が２名来校し、国語と英語について研修を行いました。７月

と９月にも中央教育事務所の指導主事が来校し、授業参観していただく予定です。この他にも、東中職員同
士で互いに授業を参観し合う「相互参観
授業」を、今年度は６月から実施してい
ます。学校生活の大部分が授業時間です。
生徒たちの努力に負けないよう、我々職
員もよりよい授業を目指して努力を続け
ます。

【７月の予定】急な変更もあり得ます
1日(水) ２年吉田洋平様（東中応援団）の講話 県中総体激励会 15日(水) 市教育委員会委員学校訪問 部活動休止日

部活動休止日 18日(土) 県中総体１日目

2日(木) 月曜授業 生徒会委員会 19日(日) 県中総体２日目

3日(金) ３年実力テスト① 20日(月) 県中総体３日目

4日(土) 聖霊高校オープンスクール 21日(火) 中央教育事務所指導主事訪問

7日(火) 東湖八坂神社統人行事 22日(水) 全校集会 部活動休止日

8日(水) ２年船橋陽馬様（マタギになったカメラマン）の講話 23日(木) 夏季休業(8月23日まで) 三者面談（7月31日まで）

部活動休止日

14日(火) 学校運営協議会②（授業参観→熟議） ※8/10，12,13,14は平日ですが学校閉庁となります。
※8月24日(月)から登校再開となります。よい夏休みを。

①環境問題で揺らぐ我らの地球と人類の活動

②人類のエネルギー利用とＣＯ２排出 ③日本の脱炭素に向けた動向

④再エネの宝庫秋田 ⑤秋田発再エネ地産地消社会創り ⑥最後に

【お知らせ】
本校のホームページの中に「学校のようす」というタブがあり、そこに学校での出来事を随時
投稿しています。この学校報第３号で紹介した内容についても、ホームページではより詳しく
紹介されています。右の二次元コードを読み取ると閲覧できますので、ぜひご覧ください。

秋田が、地元も知らないうちにこれ
からのエネルギー資源や人類の未来
の鍵を握っているのだと思うと嬉し
くもあり誇らしい。持続可能な社会
を目指す上でこの講話は第一歩だと
思った。

秋田では思っているよりも風力発電
を行っていて驚いた。再生可能エネ
ルギーから産業の発展にもつなげる
ことができるかもしれないことがす
ごいと思うとともに、秋田の観光に
つなげる方法を考えたい。

水素に興味をもったのでよりよい使
用法などを調べてみたい。大きな課
題を変革するのは若者たちと言って
いたので、他人に任せるのではなく
自分もその一人と考えて行動したい
と思った。


